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	●相談者について　※記載必須項目

	氏名 ※
	
	生年月日 ※
	　　　年　　月　　日（　　 歳）

	電話番号 ※
	
	E-mail ※
	

	住所 ※
	

	相談方法
	電話・来庁・訪問・商工会経由・その他（　　　　　　）

	相談内容
	

	●起業について　※必須

	事業地
	丹波篠山市

	起業の種類
	新規起業・市外創業者の市内初出店・その他（　　　　　　　）

	この事業の経験の有無
	（過去の勤務先・経験年数・資格等）

	同一世帯での事業者
	無・有（事業者名：　　     屋号：　　　　　市起業助成金受給：無・有）

	業 種 ※
	
	　開業届の提出　　無 ・ 有
（市外創業済の場合市内転入時期　   年   　月）

	屋　号
	
	

	スケジュール
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開業予定日　　　年　　月

	初期投資経費 ※
	経費　　　　　　　　　　　　　使途


	■担当者からの説明事項（説明した項目にチェック）
	該　当

非該当

	
	A　起業地支援助成金（重点地区：畑・日置・後川・雲部・福住・村雲・大芋・西紀北）
初期投資経費の30％　重点地区：上限30万円　重点地区以外：上限20万円
	

	
	B　空き家・空き店舗活用助成金（空き家・空き店舗を活用する場合）

初期投資経費の30％　上限10万円　Ａ・Ｃ・Ｄ・Ｅの助成金とは別枠計算
	

	
	C　定住助成金（UIJターンで移住して起業する場合）
初期投資経費の30％　上限10万円　Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｅの助成金とは別枠計算
	

	
	D　飲食業振興助成金（店舗での飲食業を起業する場合）

初期投資経費の30％　上限10万円　Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅの助成金とは別枠計算
	

	
	E　宿泊事業振興助成金（旅館業法、住宅宿泊事業法に基づく宿泊事業を行う起業の場合）
初期投資経費の30％　上限10万円　Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの助成金とは別枠計算
	

	
	初期投資経費の定義　助成金の対象経費と、対象外経費（簡単に持ち運び可能なものや、他の事業に流用できるような経費、租税課金や手数料等：Q&A参照）について説明する。【キャッシュレス機器導入予定　有・無】

	
	事務手続きのスケジュール

	
	起業支援助成金交付審査会について

起業者の熱意や事業の妥当性、実現性等を審査し助成の可否を決定する。結果により助成金額が変動する旨説明。

	
	申請書類について

	備考
課内意見
	


【備考裏面記載 無・有 】
受付日時　　月　　日　　：


受付者








